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行政のお知らせ

　市では、「環境負荷の少ない集約・連携型の都市づくり」
実現に向けて、人口減少・超高齢社会に対応した持続可
能な都市づくりを推進するため、「行田市立地適正化計
画」を策定します。これに伴い、次のとおり委員を募集
します。
▶�応募資格　満18歳以上の市内に在住または在勤して
おり、平日昼間の会議に出席できる方。なお、次に該
当する方は応募できません。
　◦�応募日現在、本市の他の審議会などの委員になって

いる方
　◦市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任期　委任の日から令和6年3月まで（予定）
▶開催回数　令和4年度3回、令和5年度3回（予定）
▶�応募方法　住所、氏名、年齢、職業、電話番号、市の
都市計画に関する考えなど(400字程度)を記入した書
類(様式自由)、10月13日㈭午後3時までに持参また
は郵送（必着）により提出してください。【持参・郵送】
〒361―0052�行田市本丸2―20�行田市都市計画課
▶�選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員に
通知します。

行田市のまちづくりに関するアンケートにご協力ください
　市民の皆さんのまちづくりに対する考えなどを立地適
正化計画策定に反映させるため、市民アンケートを実施
します。
▶�実施方法　無作為に抽出した市民1,500人にアンケー
トを郵送

▶問い合わせ　同課計画グループ(内線5605)

法人事業者および個人事業者で消費税の課税事業者の方
▶�日時　10月25日㈫、11月15日㈫、12月15日㈭
　いずれも
　【説明会】午前10時～ 11時、午後1時30分～ 2時30分
　【相談会】午前11時～ 11時30分、午後2時30分～ 3時
▶場所　行田税務署2階会議室(栄町17―15)
▶�定員　【説明会】各回20人（要予約）【相談会】各回10人（要
予約）

個人事業者で消費税の免税事業者の方
▶�日時　10月26日㈬、11月9日㈬、12月19日㈪
　いずれも
　【説明会】午前10時～ 11時、午後1時30分～ 2時30分
▶場所　行田税務署2階会議室(栄町17―15)
▶定員　各回20人（要予約）
▶その他　
　◦�新型コロナウイルス感染症の状況により延期または中止

する場合があります。
　◦�来場する際は、公共交通機関をご利用ください。
▶�申し込み・問い合わせ　電話で行田税務署☎556―2121
　（音声案内2を選択）

▶�日時　10月18日㈫午後2時開演(午後1時から
受け付け)
▶場所　「みらい」文化ホール
▶�内容　地域安全功労者表彰、行田市地域安全推
進連絡協議会下忍支部による防犯活動事例発表、
忍城おもてなし甲冑隊による防犯講演、行田警
察署による暴力排除講話
▶主催　行田市防犯協会
▶�共催　行田市、行田警察署、行田市暴力排除推進
協議会
▶その他　
　◦�大会終了後、遊技業防犯協力会による大抽選

会があります。
　◦�新型コロナウイルス感染症の状況により、中

止する場合があります。その際は、市ホームペー
ジでお知らせします。

▶問い合わせ　行田市防犯協会☎553―3531

　市では、閉校となった旧北河原小学校、旧須加小学校
および閉校予定の太田東小学校の跡地について、民間事
業者による活用を検討しています。
　このたび、民間事業者から広く利活用の可能性を把握
したく、業務委託先の株式会社URリンケージと共同で、
サウンディング型市場調査を実施しています。
　本調査で市場性を把握した上で、今後の事業者選定に
当たっての公募内容を整理していきます。
▶受付期間　10月12日㈬午後5時まで
▶対象　民間事業者など
▶�書類入手方法　市ホームページからダウンロードして
ください。
▶�応募方法　実施要領、説明資料をご確認の上、参加申
込書および事業者提案書を提出してください。
▶�問い合わせ　財産管理課ファシリティマネジメントグ
ループ(内線311)

　藤原町東部自治会（白石賢二会長）では、地域コミュニ
ティーの拠点である自治会集会施設のエアコンの整備を
行いました。新たに備品が整備された施設を多世代の交
流の場として活用し、活発な自治会活動を行うことで、
住みよい地域づくりを進めます。

藤原町東部自治会

　壱里山町自治会（松山和夫会長）では、令和3年度に新
築した自治会集会施設のエアコン、椅子、プリンター、
掃除機などの整備を行いました。同自治会は敬老事業や
ボッチャなどの室内で実施可能なスポーツを通して住民
交流を図り、コミュニティーの活性化を進めます。

壱里山町自治会

行田市立地適正化計画策定委員会の
委員を募集します

インボイス制度説明会および登録申請
相談会を開催します

行田市防犯のまちづくり・
暴力追放市民大会を開催します

小学校跡地利活用のサウンディング型
市場調査を実施しています

　児童生徒の通学状況を考慮し、当該地域との協議や行
田市通学区域等審議会での審議を踏まえ、次のとおり令
和5年4月1日以降に入学および転入する児童生徒の通
学区域を変更します。

　本市にとって望ましい地域公共交通の実現と維持確保を図るため、行田市地域公共交通計画を策定します。これに
伴い、次のとおり地域公共交通に係るアンケートなどを実施しますので、ご協力ください。

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、地域住民の自主的なコミュニティー活動
の促進と自治意識の向上を目的に、宝くじの受託事業収入を財源としてコミュニティー助成事業を実施しています。
　今年度、この宝くじの助成金を受けて、市内2つの自治会が備品の整備を行いました。

▶問い合わせ　地域活動推進課自治振興グループ（内線253）

▶実施主体　行田市地域公共交通会議
▶問い合わせ　同事務局(交通対策課内・内線284)

▶問い合わせ　教育総務課☎556―8311

通学区域を一部変更します

地域公共交通に係る市民アンケートにご協力ください

宝くじ助成を活用して地域のコミュニティーづくり

通学区域 変更前 変更後
富士見町1丁目の一部
(9番地～11番地) 東小学校 桜ケ丘小学校

白川戸の一部
(597番地～705番地)

見沼小学校 北小学校
見沼中学校 長野中学校

忍2丁目の一部
(4番、7番、8番) 行田中学校 忍中学校

行田 行田中学校 忍中学校

種別 対象 実施方法

市民アンケート 住民基本台帳から無作為抽出
郵送で配布・回収

デマンドタクシー利用者アンケート 利用登録者から無作為抽出

市内循環バス利用者アンケート
利用者 主要バス停で調査員が声掛けし

調査依頼路線バス利用者アンケート


